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教学組織・委員会等機能別委員会

●APU開学宣言
●APU2030 Vision（中長
期ビジョン）
●R2030 APUチャレンジ
デザイン
（中長期計画）
●教員組織整備計画
●内部質保証方針
●アセスメント・ポリシー

●人材育成目的
●3ポリシー
******

●中長期計画・年度
計画
●Curriculum
Alignment 
Matrix(CAM)
******
●科目概要

教学委員会

●シラバス
授業の概要
到達目標
評価方法と基準

教員

自己点検・評価委員会
自己点検・評価報告書作成
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シラバスに基づく授業の実施

DO

授業内容、手法、評価方法・基準等に関する有効性・
妥当性の検証
□履修・成績データ
□CAMに基づく学生の到達度データ
□授業評価アンケート

CHECK

シラバスの改善

●授業評価アンケート結
果にもとづく授業改善計
画の作成
●シラバスの修正

ACTION

学部・研究科/AOL学部別専門教育部会

方針に基づく教育プログラムの
実施

DO

プログラム内容に関する有効性・妥当性の検
証
□履修・成績データ
□CAMに基づく学生の到達度データ
□授業評価アンケート
□第3者（企業・卒業生等）による評価等
□学生からの意見聴取

カリキュラム改革
●CAMの見直し
●教学改革の提案

CHECK

ACTION

方針に基づく教育プログラムの実施
プログラム横断型の教育プログラムの提供

DO

方針に基づく教育プログラムの実施
プログラム横断型の支援

DO ●プログラム内容や授業
手段等の改善
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言語教育センター（CLE)/AOL言語教育部会
教育開発・学修支援センター（EDLSC)/AOL初年次教育部会

大学全体の教学に関わる事項の有効性の検証
全学的観点からのAOL活動の有効性
教育組織、教員組織の適切性
国際教育（交換留学等）
ICT活用の有効性、TA/ピアサポートの有効性

CHECK

プログラム内容に関する有効
性・妥当性の検証
□履修・成績データ
□その他学生の到達度データ
□授業評価アンケート

CHECK

●プログラム内容や授業
手段等の改善

ACTION

＜大学の最高意思決定機関/内部質保証に責任を負う組織＞
大学評議会（議長：学長）

Assurance of Learning (AOL)※

支援の内容（実施主体）

●国際教育プログラムの実
施支援（教学部）
●FDプログラムの提供また
はFD実施のための予算設

定（グローバルグローバル
教職員開発インスティテュー
ト）
●TA・ピアサポート組織の
編成（教学部）

●シラバス作成マニュアル
の作成と配布（教学部）
●ICT活用の支援（総合情報
センター）

●研究倫理教育プログラム
の提供（国際協力・研究部）

●教員アセスメント制度の
運用（教員アセスメント委員
会）

ACTION

プログラム横断の機能
全学的観点からの支援
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※Assurance of Learning (AOL)とは、それぞれのプログラム（学位プログラム、またはそれを構成する言語教育・
共通教育）における学びの質向上のための一連（PDCA)の活動のことをいう。


